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機能情報の確認
ご使用のソフトウェアリリースで、このモジュールで説明されるすべての機能がサポートされて

いるとは限りません。最新の警告および機能情報については、https://tools.cisco.com/bugsearch/の
Bug Search Toolおよびご使用のソフトウェアリリースのリリースノートを参照してください。こ
のモジュールに記載されている機能の詳細、および各機能がサポートされているリリースのリス

トについては、「新機能および変更された機能に関する情報」の章または以下の「機能の履歴」

表を参照してください。

レイヤ 2 インターフェイスの設定の機能履歴
この表には、機能の追加や変更によるリリースの更新内容のみが記載されています。

表 1：レイヤ 2 インターフェイスの設定の機能履歴

機能情報リリース機能名

switchport trunk native vlan tagコマンド
のサポートが追加され、vlan dot1q tag
nativeコマンドに exclude controlキー
ワードが追加されました。

6.2(10)トランクポートでのネイ

ティブ VLANタギング

Cisco Nexus 7000 シリーズ NX-OS インターフェイスコンフィギュレーションガイド
1

https://tools.cisco.com/bugsearch/


機能情報リリース機能名

ハードウェアポリシーと矛盾するイン

ターフェイスおよびVLANのエラーを表
示する show interface status error policy
コマンドが追加されました。

6.2(2)インターフェイスおよび

vlanのポリシーエラーの
表示

インタフェースからSNMP値をクリアす
るためのオプションを提供する snmp
キーワードを含めるための clear counters
interfaceコマンドが更新されました。

6.2(2)インターフェイスから

SNMPカウンタをクリア

対応する VLAN内にアップ状態のイン
ターフェイスがない場合でもSVIをアッ
プ状態に保持するための no autostateコ
マンドが追加されました。

6.2(2)SVI自動ステートのディ
セーブル化

低速ドレインデバイスの検出および輻輳

回避の設定が追加されました。

6.1(1)低速ドレインデバイスの

検出と輻輳回避

複数のインターフェイスの設定をクリア

するための default interfaceコマンドが
追加されました。

5.2(1)デフォルトインターフェ

イス

ポートの状態がSVIのアップまたはダウ
ン状態に影響しないようにするための

switchport autostate excludeコマンドが
追加されました。

5.2(1)SVI自動ステート除外

load-intervalコマンドが追加されまし
た。

4.2(1)インターフェイス統計情報

の3つの設定可能なサンプ
リング間隔

レイヤ 2 インターフェイスの設定
この章では、レイヤ 2スイッチングポートを、Cisco NX-OSデバイスでのアクセスポートまたは
トランクポートとして設定する方法について説明します。

Ciscoリリース 5.2以降では、Cisco Nexus 7000シリーズのデバイスは FabricPathレイヤ 2イン
ターフェイスをサポートします。FabricPath機能およびインターフェイスの詳細については、
『Cisco Nexus 7000 Series NX-OS FabricPath Command Reference』を参照してください。

（注）

   Cisco Nexus 7000 シリーズ NX-OS インターフェイスコンフィギュレーションガイド
2

レイヤ 2 インターフェイスの設定
レイヤ 2 インターフェイスの設定



Cisco NX-OSリリース 5.1以降では、レイヤ 2ポートは次のいずれかとして機能できます。

•トランクポート

•アクセスポート

•プライベート VLANポート（プライベート VLANの詳細については、『Cisco DCNM Layer
2 Switching Configuration Guide』を参照）

• FabricPathポート（FabricPathについては、『Cisco Nexus 7000 Series NX-OS FabricPath
Configuration Guide』および『Cisco DCNM FabricPath Configuration Guide』を参照）

Cisco NX-OSリリース 5.2(1)以降では、レイヤ 2ポートは、共有インターフェイスとしても機能
できます。共有インターフェイスとしてアクセスインターフェイスを設定できません。共有イン

ターフェイスについては、『Cisco NX-OS FCoE Configuration Guide for Cisco Nexus 7000 and Cisco
MDS 9500』を参照してください。

レイヤ 2ポートは、トランクポート、アクセスポート、またはプライベート VLANポートとし
て機能します。

Cisco NX-OSリリース 6.1以降では、低速ドレインデバイスの検知と輻輳回避メカニズムは、
Fabric Channel over Ethernet（FCoE）トラフィックを伝送する Fシリーズ I/Oモジュールでサ
ポートされます。CiscoNexus 7000シリーズプラットフォームでの低速ドレインデバイスの検
出と輻輳回避の詳細については、「低速ドレインデバイスの検出と輻輳回避の設定」の項を

参照してください。

（注）

レイヤ 2スイッチングポートは、アクセスポートまたはトランクポートとして設定できます。
トランクは 1つのリンクを介して複数の VLANトラフィックを伝送するので、VLANをネット
ワーク全体に拡張することができます。すべてのレイヤ 2スイッチングポートは、メディアアク
セスコントロール（MAC）アドレステーブルを維持します。

レイヤ 2ポートは、トランクポート、アクセスポート、またはプライベート VLANポートと
して機能します。プライベート VLANの詳細については、『Cisco Nexus 7000 Series NX-OS
Layer 2 Switching Configuration Guide』を参照してください。

（注）

アクセスインターフェイスとトランクインターフェイスについて

このデバイスは、IEEE 802.1Qタイプ VLANトランクカプセル化だけをサポートします。（注）
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アクセスおよびトランクインターフェイス

レイヤ 2ポートは、アクセスまたはトランクポートとして次のように設定できます。

•アクセスポートでは VLANを 1つだけ設定でき、1つの VLANのトラフィックだけを伝送
できます。

•トランクポートには複数の VLANを設定でき、複数の VLANのトラフィックを同時に伝送
できます。

デフォルトでは、デバイスのポートはすべてレイヤ 3ポートです。

セットアップスクリプトを使用するか、system default switchportコマンドを入力して、すべての
ポートをレイヤ 2ポートにできます。セットアップスクリプトの使用については、『Cisco Nexus
7000 Series NX-OS Fundamentals Configuration Guide, Release 6.x』を参照してください。CLIを使用
して、ポートをレイヤ 2ポートとして設定するには、switchportコマンドを使用します。

1つのトランク内のポートはすべて、同じ仮想デバイスコンテキスト（VDC）に配置されている
必要があります。VDCについては、『Cisco Nexus 7000 Series NX-OS Virtual Device Context
Configuration Guide』を参照してください。

同じトランクのすべてのポートが同じVDCであることが必要です。トランクポートは異なるVDC
の VLANのトラフィックを伝送できません。

以下の図は、ネットワークにおけるトランクポートの使い方を示したものです。トランクポート

は、2つ以上の VLANのトラフィックを伝送します。

図 1：トランクおよびアクセスポートと VLAN トラフィック

VLANついては、『Cisco Nexus 7000 Series NX-OS Layer 2 Switching Configuration Guide』を参照し
てください。

複数の VLANに接続するトランクポートのトラフィックを正しく伝送するために、デバイスは
IEEE 802.1Qカプセル化（タギング方式）を使用します（詳細については、「IEEE 802.1Qカプセ
ル化」の項を参照）。

レイヤ 3インターフェイスでのサブインターフェイスについては、『Cisco Nexus 7000 Series
NX-OS Unicast Routing Configuration Guide』を参照してください。

（注）
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アクセスポートでのパフォーマンスを最適化するには、そのポートをホストポートとして設定し

ます。ホストポートとして設定されたポートは、自動的にアクセスポートとして設定され、チャ

ネルグループ化はディセーブルになります。ホストを割り当てると、割り当てたポートがパケッ

ト転送を開始する時間が短縮されます。

ホストポートとして設定できるのは端末だけです。端末以外のポートをホストとして設定しよう

とするとエラーになります。

アクセスポートは、アクセス VLAN値の他に 802.1Qタグがヘッダーに設定されたパケットを受
信すると、送信元のMACアドレスを学習せずにドロップします。

レイヤ 2インターフェイスはアクセスポートまたはトランクポートとして機能できますが、両方
のポートタイプとして同時に機能できません。

レイヤ 2インターフェイスをレイヤ 3インターフェイスに戻すと、このインターフェイスはレイ
ヤ 2の設定をすべて失い、デフォルト VLAN設定に戻ります。

IEEE 802.1Q カプセル化

VLANについては、『Cisco Nexus 7000 Series NX-OS Layer 2 Switching Configuration Guide』を参
照してください。

（注）

トランクとは、スイッチと他のネットワーキングデバイス間のポイントツーポイントリンクで

す。トランクは 1つのリンクを介して複数の VLANトラフィックを伝送するので、VLANをネッ
トワーク全体に拡張することができます。

複数の VLANに接続するトランクポートのトラフィックを正しく配信するために、デバイスは
IEEE 802.1Qカプセル化（タギング方式）を使用します。この方式では、フレームヘッダーに挿
入したタグが使用されます（以下の図を参照）。このタグには、そのフレームおよびパケットが

属する特定のVLANに関する情報が含まれます。タグ方式を使用すると、複数の異なるVLAN用
にカプセル化されたパケットが、同じポートを通過しても、各VLANのトラフィックを区別する
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ことができます。また、カプセル化されたVLANタグにより、トランクは同じVLAN上のネット
ワークの端から端までトラフィックを移動させます。

図 2：802.1Q タグなしヘッダーと 802.1Q タグ付きヘッダー

アクセス VLAN

アクセス VLANを割り当て、プライベート VLANのプライマリ VLANとしても動作させる
と、そのアクセス VLANに対応するすべてのアクセスポートが、プライベート VLANモード
のプライマリ VLAN向けのすべてのブロードキャストトラフィックを受信するようになりま
す。

（注）

プライベート VLANの詳細については、『Cisco Nexus 7000 Series NX-OS Layer 2 Switching
Configuration Guide』を参照してください。

（注）

アクセスモードでポートを設定すると、そのインターフェイスのトラフィックを伝送するVLAN
を指定できます。アクセスモードのポート（アクセスポート）用に VLANを設定しないと、そ
のインターフェイスはデフォルトの VLAN（VLAN1）のトラフィックだけを伝送します。

VLANのアクセスポートメンバーシップを変更するには、新しい VLANを指定します。VLAN
をアクセスポートのアクセスVLANとして割り当てるには、まず、VLANを作成する必要があり
ます。アクセスポートのアクセス VLANをまだ作成していない VLANに変更すると、アクセス
ポートがシャットダウンされます。
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アクセスポートは、アクセス VLAN値の他に 802.1Qタグがヘッダーに設定されたパケットを受
信すると、送信元のMACアドレスを学習せずにドロップします。

トランクポートのネイティブ VLAN ID
トランクポートは、タグなしパケットと802.1Qタグ付きパケットを同時に伝送できます。デフォ
ルトのポート VLAN IDをトランクポートに割り当てると、すべてのタグなしトラフィックが、
そのトランクポートのデフォルトのポート VLAN IDで伝送され、タグなしトラフィックはすべ
てこの VLANに属するものと見なされます。この VLANのことを、トランクポートのネイティ
ブ VLAN IDといいます。つまり、トランクポートでタグなしトラフィックを伝送する VLANが
ネイティブ VLAN IDとなります。

ネイティブ VLAN ID番号は、トランクの両端で一致していなければなりません。（注）

トランクポートは、デフォルトのポート VLAN IDと同じ VLANが設定された出力パケットをタ
グなしで送信します。他のすべての出力パケットは、トランクポートによってタグ付けされま

す。ネイティブ VLAN IDを設定しないと、トランクポートはデフォルト VLANを使用します。

Fibre Channel over Ethernet（FCoE）VLANをイーサネットトランクスイッチポートのネイティ
ブ VLANとして使用できません。

（注）

ネイティブ VLAN トラフィックのタギング
シスコのソフトウェアは、トランクポートで IEEE 802.1Q標準をサポートします。タグなしトラ
フィックがトランクポートを通過するには、パケットにタグがないVLANを作成する必要があり
ます（またはデフォルトVLANを使用することもできます）。タグなしパケットはトランクポー
トとアクセスポートを通過できます。

ただし、デバイスを通過するすべてのパケットに802.1Qタグがあり、トランクのネイティブVLAN
の値と一致する場合はタギングが取り除かれ、タグなしパケットとしてトランクポートから出力

されます。トランクポートのネイティブVLANでパケットのタギングを保持したい場合は、この
点が問題になります。

トランクポートのすべてのタグなしパケットをドロップし、ネイティブ VLAN IDと同じ 802.1Q
の値付きでデバイスに届くパケットのタグを保持するようにデバイスを設定できます。この場合

も、すべての制御トラフィックはネイティブVLANを通過します。この設定はグローバルです。
デバイスのトランクポートは、ネイティブVLANのタギングを保持する場合と保持しない場合が
あります。

Cisco NX-OSリリース 6.2(10)以降では、ポートレベルで switchport trunk native vlan tagコマン
ドを使用することで、制御パケットおよびデータパケットにタグ付けするかどうかを指定できま

す。たとえば、switchport trunk native vlan tag exclude controlコマンドを使用すれば、制御パケッ
トをタグ付けせず、データパケットをタグ付けすることができます。
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ポートレベルの設定が適用されると、ネイティブVLANタギングのグローバル設定はそのポー
トでは有効になりません。グローバル設定よりもポートレベルの設定が優先されます。

（注）

switchport trunk native vlan tagコマンドの詳細については、『Cisco Nexus 7000 Series NX-OS
Interfaces Command Reference』を参照してください。

Allowed VLANs
デフォルトでは、トランクポートはすべてのVLANに対してトラフィックを送受信します。各ト
ランク上では、すべての VLAN IDが許可されます。この包括的なリストから VLANを削除する
ことによって、特定の VLANからのトラフィックが、そのトランクを通過するのを禁止できま
す。後ほど、トラフィックを伝送するトランクのVLANを指定してリストに追加し直すこともで
きます。

デフォルトVLANのスパニングツリープロトコル（STP）トポロジを区切るには、許容VLANの
リストから VLAN1を削除します。この分割を行わないと、VLAN1（デフォルトでは、すべての
ポートでイネーブル）が非常に大きな STPトポロジを形成し、STPのコンバージェンス中に問題
が発生する可能性があります。VLAN1を削除すると、そのポート上でVLAN1のデータトラフィッ
クはすべてブロックされますが、制御トラフィックは通過し続けます。

STPの詳細については、『Cisco Nexus 7000 Series NX-OS Layer 2 Switching Configuration Guide』を
参照してください。

Ciscoリリース 5.2以降では、内部使用に予約されているVLANのブロックを変更できます。予約
されている VLANの変更の詳細については、『Cisco Nexus 7000 Series NX-OS Layer 2 Switching
Configuration Guide』を参照してください。

デフォルトインターフェイス

デフォルトインターフェイス機能を使用して、イーサネット、ループバック、VLANネットワー
ク、トンネル、およびポートチャネルインターフェイスなどの物理インターフェイスおよび論理

インターフェイスの両方に対する設定済みパラメータを消去できます。

最大 8ポートがデフォルトインターフェイスに選択できます。デフォルトのインターフェイ
ス機能は、管理インターフェイスに対しサポートされていません。それはデバイスが到達不能

な状態になる可能性があるためです。

（注）

スイッチ仮想インターフェイスおよび自動ステート動作

Cisco NX-OSでは、スイッチ仮想インターフェイス（SVI）は、デバイスの VLANのブリッジン
グ機能とルーティング機能間の論理インターフェイスを表します。
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このインターフェイスの動作状態は、その対応するVLAN内のさまざまなポートの状態によって
決まります。VLANの SVIインターフェイスは、その VLAN内の少なくとも 1個のポートがスパ
ニングツリープロトコル（STP）のフォワーディングステートにある場合に稼働します。同様
に、このインターフェイスは最後の STP転送ポートがダウンするか、別の STP状態になったと
き、ダウンします。

SVI 自動ステート除外

一般的に、VLANインターフェイスに複数のポートがある場合、VLAN内のすべてのポートがダ
ウンすると、SVIはダウン状態になります。SVI自動ステート除外機能を使用して、SVIが同じ
VLANに属する場合でも、SVIのステータス（アップまたはダウン）を定義すると同時に特定の
ポートおよびポートチャネルを除外することができます。たとえば、除外されたポートまたは

ポートチャネルがアップ状態であり、別のポートが VLAN内でダウン状態である場合でも、SVI
状態はダウンに変更されます。

SVI自動ステート除外機能は、スイッチド物理イーサネットポートおよびポートチャネルに
対してのみ使用できます。

（注）

SVI 自動ステートのディセーブル化

デバイスのインバンド管理にも SVIを使用できます。具体的には、自動ステートのディセーブル
化機能を設定して、対応する VLAN内にアップ状態のインターフェイスがない場合でも SVIを
アップ状態に保持することができます。この機能は、システム（すべての SVI向け）または個々
の SVIに対し設定できます。

ハイアベイラビリティ

ソフトウェアは、レイヤ 2ポートのハイアベイラビリティをサポートします。

ハイアベイラビリティ機能の詳細については、『CiscoNexus 7000 SeriesNX-OSHighAvailability
and Redundancy Guide』を参照してください。

（注）

仮想化のサポート

デバイスは仮想デバイスコンテキスト（VDC）をサポートします。

同じトランクのすべてのポートが同じVDCであることが必要です。トランクポートは異なるVDC
の VLANのトラフィックを伝送できません。
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VDCおよびリソースの割り当ての詳細については、『Cisco Nexus 7000 Series NX-OS Virtual
Device Context Configuration Guide』を参照してください。

（注）

インターフェイスのライセンス要件

vPCには、ライセンスは必要ありません。ライセンスパッケージに含まれていない機能はすべて
Cisco NX-OSシステムイメージにバンドルされており、追加費用は一切発生しません。NX-OSラ
イセンス方式の詳細については、『Cisco NX-OS Licensing Guide』を参照してください。

IPトンネルには Enterprise Servicesライセンスが必要です。Cisco NX-OSライセンス方式の詳細
と、ライセンスの取得および適用の方法については、『CiscoNX-OSLicensingGuide』を参照して
ください。

他のインターフェイスにはライセンスが必要ありません。

レイヤ 2 インターフェイスの前提条件
ライセンス 2インターフェイスには次の前提条件があります。

•デバイスにログインしている。

• switchport modeコマンドを使用する前に、ポートをレイヤ 2ポートとして設定する必要があ
ります。デフォルトでは、デバイスのポートはすべてレイヤ 3ポートです。

レイヤ 2 インターフェイスの注意事項および制約事項
VLANトランキングには次の設定上の注意事項と制限事項があります。

•ポートはレイヤ 2またはレイヤ 3インターフェイスのいずれかです。両方が同時に成立する
ことはありません。

•レイヤ 3ポートをレイヤ 2ポートに変更する場合またはレイヤ 2ポートをレイヤ 3ポートに
変更する場合は、レイヤに依存するすべての設定は失われます。アクセスまたはトランク

ポートをレイヤ 3ポートに変更すると、アクセスVLAN、ネイティブVLAN、許容VLANな
どの情報はすべて失われます。

•アクセスリンクを持つデバイスには接続しないでください。アクセスリンクにより VLAN
が区分されることがあります。

• 802.1Qトランクを介してシスコデバイスを接続するときは、802.1Qトランクのネイティブ
VLANがトランクリンクの両端で同じであることを確認してください。トランクの一端のネ
イティブ VLANと反対側の端のネイティブ VLANが異なると、スパニングツリーループの
原因になります。
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•ネットワーク上のすべてのネイティブVLANについてスパニングツリーをディセーブルにせ
ずに、802.1Qトランクの VLAN上のスパニングツリーをディセーブルにすると、スパニン
グツリーループが発生することがあります。802.1Qトランクのネイティブ VLANのスパニ
ングツリーはイネーブルのままにしておく必要があります。スパニングツリーをイネーブル

にしておけない場合は、ネットワークの各VLANのスパニングツリーをディセーブルにする
必要があります。スパニングツリーをディセーブルにする前に、ネットワークに物理ループ

がないことを確認してください。

• 802.1Qトランクを介して 2台のシスコデバイスを接続すると、トランク上で許容される
VLANごとにスパニングツリーブリッジプロトコルデータユニット（BPDU）が交換され
ます。トランクのネイティブ VLAN上の BPDUは、タグなしの状態で予約済み IEEE 802.1D
スパニングツリーマルチキャストMACアドレス（01-80-C2-00-00-00）に送信されます。ト
ランクの他のすべての VLAN上の BPDUは、タグ付きの状態で、予約済み Cisco Shared
Spanning Tree（SSTP）マルチキャストMACアドレス（01-00-0c-cc-cc-cd）に送信されます。

•他社製の 802.1Qデバイスでは、すべての VLANに対してスパニングツリートポロジを定義
するスパニングツリーのインスタンス（Mono Spanning Tree）が 1つしか維持されません。
802.1Qトランクを介してシスコ製スイッチを他社製のスイッチに接続すると、他社製のス
イッチのMono Spanning Treeとシスコ製スイッチのネイティブVLANスパニングツリーが組
み合わされて、Common Spanning Tree（CST）と呼ばれる単一のスパニングツリートポロジ
が形成されます。

•シスコデバイスは、トランクのネイティブ VLAN以外の VLANにある SSTPマルチキャス
トMACアドレスにBPDUを伝送します。したがって、他社製のデバイスではこれらのフレー
ムがBPDUとして認識されず、対応するVLANのすべてのポート上でフラッディングされま
す。他社製の 802.1Qクラウドに接続された他のシスコデバイスは、フラッディングされた
これらの BPDUを受信します。BPDUを受信すると、Ciscoスイッチは、他社製の 802.1Qデ
バイスクラウドにわたって、VLAN別のスパニングツリートポロジを維持できます。シス
コデバイスを隔てている他社製の 802.1Qクラウドは、802.1Qトランクを介して他社製の
802.1Qクラウドに接続されたすべてのデバイス間の単一のブロードキャストセグメントとし
て処理されます。

•シスコデバイスを他社製の 802.1Qクラウドに接続するすべての 802.1Qトランク上で、ネイ
ティブ VLANが同じであることを確認します。

•他社製の特定の 802.1Qクラウドに複数のシスコデバイスを接続する場合は、すべての接続
に 802.1Qトランクを使用する必要があります。シスコデバイスを他社製の 802.1Qクラウド
にアクセスポート経由で接続することはできません。この場合、シスコ製のアクセスポー

トはスパニングツリー「ポート不一致」状態になり、トラフィックはポートを通過しませ

ん。

•トランクポートをポートチャネルグループに含めることができますが、そのグループのト
ランクはすべて同じ設定にする必要があります。グループを初めて作成したときには、その

グループに最初に追加されたポートのパラメータ設定値をすべてのポートが引き継ぎます。

パラメータの設定を変更すると、許容VLANやトランクステータスなど、デバイスのグルー
プのすべてのポートにその設定を伝えます。たとえば、ポートグループのあるポートがトラ

ンクになるのを中止すると、すべてのポートがトランクになるのを中止します。
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•トランクポートで 802.1Xをイネーブルにしようとすると、エラーメッセージが表示され、
802.1Xはイネーブルになりません。802.1x対応ポートのモードをトランクに変更しようとし
ても、ポートモードは変更されません。

•アクセスポートまたはトランクポートでネイティブ VLANを変更すると、インターフェイ
スがフラップされます。これは予想された動作です。

レイヤ 2 インターフェイスのデフォルト設定

表 2：デフォルトのアクセスおよびトランクポートモードパラメータ

デフォルトパラメータ

アクセススイッチポートモード

1～ 3967、4048～ 4094Allowed VLANs

VLAN1アクセス VLAN ID

VLAN1Native VLAN ID

ディセーブルネイティブ VLAN IDタギング

閉じる管理状態

イネーブルSVI自動ステート

アクセスインターフェイスとトランクインターフェイスの設定

Cisco IOSの CLIに慣れている場合、この機能に対応する Cisco NX-OSコマンドは通常使用す
る Cisco IOSコマンドと異なる場合があるので注意してください。

（注）

トランクのすべての VLANは同じ VDCであることが必要です。（注）

レイヤ 2 アクセスポートとしての VLAN インターフェイスの設定
レイヤ 2ポートをアクセスポートとして設定できます。アクセスポートは、パケットを、1つの
タグなしVLAN上だけで送信します。インターフェイスが伝送するVLANトラフィックを指定し
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ます。これがアクセス VLANになります。アクセスポートの VLANを指定しない場合、そのイ
ンターフェイスはデフォルト VLANのトラフィックだけを伝送します。デフォルトの VLANは
VLAN 1です。

VLANをアクセスVLANとして指定するには、そのVLANが存在しなければなりません。システ
ムは、存在しないアクセス VLANに割り当てられたアクセスポートをシャットダウンします。

はじめる前に

レイヤ 2インターフェイスを設定することを確認します。

手順

目的コマンドまたはアクショ

ン

グローバルコンフィギュレーションモードを開始しま

す。

switch# configure terminalステップ 1   

設定するインターフェイスを指定し、インターフェイス

コンフィギュレーションモードを開始します。

switch(config)# interface
{{typeslot/port} |
{port-channelnumber}}

ステップ 2   

インターフェイスを、非トランキング、タグなし、シン

グル VLANレイヤ 2インターフェイスとして設定しま
switch(config-if)#
switchport mode {access |
trunk}

ステップ 3   

す。アクセスポートは、1つの VLANのトラフィック
だけを伝送できます。デフォルトでは、アクセスポー

トは VLAN1のトラフィックを伝送します。異なる
VLANのトラフィックを伝送するようにアクセスポー
トを設定するには、switchport access vlanコマンドを使
用します。

このアクセスポートでトラフィックを伝送する VLAN
を指定します。このコマンドを入力しないと、アクセス

switch(config-if)#
switchport access
vlanvlan-id

ステップ 4   

ポートはVLAN1だけのトラフィックを伝送します。こ
のコマンドを使用して、アクセスポートがトラフィッ

クを伝送する VLANを変更できます。

インターフェイスモードを終了します。switch(config-if)# exitステップ 5   

グローバルコンフィギュレーションモードを終了しま

す。

switch(config)# exitステップ 6   

（任意）

インターフェイスのステータスと内容を表示します。

switch# show interfaceステップ 7   

（任意）

ポリシープログラミング中にエラーを生成するインター

フェイスおよび VLANが表示され、ポリシーがハード
ウェアポリシーと一致することを確認できます。

switch# show interface
status error policy [detail]

ステップ 8   
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目的コマンドまたはアクショ

ン

エラーを生成するインターフェイスの詳細を表示するに

は、detailコマンドを使用します。

（任意）

ポリシーがハードウェアポリシーと一致するインター

フェイスおよび VLANのエラーをクリアします。この

switch# no shutdownステップ 9   

コマンドにより、ポリシープログラミングが続行でき、

ポートがアップできます。ポリシーが対応していない場

合は、エラーは error-disabledポリシー状態になります。

（任意）

実行コンフィギュレーションを、スタートアップコン

フィギュレーションにコピーします。

switch(config)# copy
running-config
startup-config

ステップ 10   

次に、イーサネット 3/1をレイヤ 2アクセスポートとして設定し、VLAN5のトラフィックだけを
伝送する例を示します。

switch# configure terminal
switch(config)# interface ethernet 3/1
switch(config-if)# switchport mode access
switch(config-if)# switchport access vlan 5
switch(config-if)#

アクセスホストポートの設定

switchport hostコマンドは、端末に接続するインターフェイスだけに使用します。（注）

端末に接続されたアクセスポートでのパフォーマンスを最適化するには、そのポートをホスト

ポートとしても設定します。アクセスホストポートはエッジポートと同様に STPを処理し、ブ
ロッキングステートおよびラーニングステートを通過することなくただちにフォワーディング

ステートに移行します。インターフェイスをアクセスホストポートとして設定すると、そのイン

ターフェイス上でポートチャネル動作がディセーブルになります。

ポートチャネルインターフェイスについては、「ポートチャネルの設定」および『CiscoNexus
7000 Series NX-OS Layer 2 Switching Configuration Guide』を参照してください。

（注）

はじめる前に

エンドステーションのインターフェイスに接続された適切なインターフェイスを設定することを

確認してください。
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手順

目的コマンドまたはアクショ

ン

グローバルコンフィギュレーションモードを開始しま

す。

switch# configure terminalステップ 1   

設定するインターフェイスを指定し、インターフェイ

スコンフィギュレーションモードを開始します。

switch(config)#
interfacetype slot/port

ステップ 2   

インターフェイスをアクセスホストポートとして設定

します。このポートはただちに、スパニングツリー

switch(config-if)#
switchport host

ステップ 3   

フォワーディングステートに移行し、このインター

フェイスのポートチャネル動作をディセーブルにしま

す。

このコマンドは端末だけに適用しま

す。

（注）

インターフェイスモードを終了します。switch(config-if)# exitステップ 4   

コンフィギュレーションモードを終了します。switch(config)# exitステップ 5   

（任意）

インターフェイスのステータスと内容を表示します。

switch# show interfaceステップ 6   

（任意）

ポリシープログラミング中にエラーを生成するイン

ターフェイスおよび VLANが表示され、ポリシーが

switch# show interface
status error policy [detail]

ステップ 7   

ハードウェアポリシーと一致することを確認できま

す。

エラーを生成するインターフェイスの詳細を表示する

には、detailコマンドを使用します。

（任意）

ポリシーがハードウェアポリシーと一致するインター

フェイスおよびVLANのエラーをクリアします。この

switch# no shutdownステップ 8   

コマンドにより、ポリシープログラミングが続行で

き、ポートがアップできます。ポリシーが対応してい

ない場合は、エラーは error-disabledポリシー状態にな
ります。

（任意）

実行コンフィギュレーションを、スタートアップコン

フィギュレーションにコピーします。

switch(config)# copy
running-config
startup-config

ステップ 9   
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次に、イーサネット 3/1をレイヤ 2アクセスポートとして設定し、PortFastをイネーブルにして
ポートチャネルをディセーブルにする例を示します。

switch# configure terminal
switch(config)# interface ethernet 3/1
switch(config-if)# switchport host
switch(config-if)#

トランクポートの設定

レイヤ 2ポートをトランクポートとして設定できます。トランクポートは、1つのVLANの非タ
グ付きパケットと、複数のVLANのカプセル化されたタグ付きパケットを伝送します（カプセル
化については、「IEEE 802.1Qカプセル化」の項を参照）。

デバイスは 802.1Qカプセル化だけをサポートします。（注）

はじめる前に

トランクポートを設定する前に、レイヤ 2インターフェイスを設定することを確認します。

手順

目的コマンドまたはアクショ

ン

グローバルコンフィギュレーションモードを開始しま

す。

switch# configure terminalステップ 1   

設定するインターフェイスを指定し、インターフェイ

スコンフィギュレーションモードを開始します。

switch(config)# interface
{{typeslot/port} |
{port-channelnumber}}

ステップ 2   

インターフェイスをレイヤ 2トランクポートとして設
定します。トランクポートは、同じ物理リンクで 1つ

switch(config-if)#
switchport mode {access |
trunk}

ステップ 3   

以上の VLAN内のトラフィックを伝送できます（各
VLANはトランキングが許可された VLANリストに基
づいています）。デフォルトでは、トランクインター

フェイスはすべての VLANのトラフィックを伝送でき
ます。特定のトランク上で特定の VLANだけを許可す
るように指定するには、switchport trunk allowed vlan
コマンドを使用します。

インターフェイスモードを終了します。switch(config-if)# exitステップ 4   

コンフィギュレーションモードを終了します。switch(config)# exitステップ 5   
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目的コマンドまたはアクショ

ン

（任意）

インターフェイスのステータスと内容を表示します。

switch# show interfaceステップ 6   

（任意）

ポリシープログラミング中にエラーを生成するインター

フェイスおよび VLANが表示され、ポリシーがハード
ウェアポリシーと一致することを確認できます。

switch# show interface
status error policy [detail]

ステップ 7   

エラーを生成するインターフェイスの詳細を表示する

には、detailコマンドを使用します。

（任意）

ポリシーがハードウェアポリシーと一致するインター

フェイスおよび VLANのエラーをクリアします。この

switch# no shutdownステップ 8   

コマンドにより、ポリシープログラミングが続行でき、

ポートがアップできます。ポリシーが対応していない

場合は、エラーは error-disabledポリシー状態になりま
す。

（任意）

実行コンフィギュレーションを、スタートアップコン

フィギュレーションにコピーします。

switch(config)# copy
running-config
startup-config

ステップ 9   

次に、イーサネット 3/1をレイヤ 2トランクポートとして設定する例を示します。

switch# configure terminal
switch(config)# interface ethernet 3/1
switch(config-if)# switchport mode trunk
switch(config-if)#

802.1Q トランクポートのネイティブ VLAN の設定
ネイティブ VLANを 802.1Qトランクポートに設定できます。このパラメータを設定しないと、
トランクポートは、デフォルト VLANをネイティブ VLAN IDとして使用します。

イーサネットインターフェイスのネイティブ VLANとして FCoE VLANを設定できません。（注）
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手順

目的コマンドまたはアクショ

ン

グローバルコンフィギュレーションモードを開始し

ます。

switch# configure terminalステップ 1   

設定するインターフェイスを指定し、インターフェ

イスコンフィギュレーションモードを開始します。

switch(config)# interface
{{typeslot/port} |
{port-channelnumber}}

ステップ 2   

802.1QトランクのネイティブVLANを設定します。
指定できる範囲は 1～ 4094です（ただし、内部使用

switch(config-if)# switchport
trunk native vlanvlan-id

ステップ 3   

に予約されている VLANは除きます）。デフォルト
値は VLAN 1です。

インターフェイスモードを終了します。switch(config-if)# exitステップ 4   

グローバルコンフィギュレーションモードを終了し

ます。

switch(config)# exitステップ 5   

VLANのステータスおよび情報を表示します。switch# show vlanステップ 6   

（任意）

ポリシープログラミング中にエラーを生成するイン

ターフェイスおよび VLANが表示され、ポリシーが

switch# show interface
status error policy [detail]

ステップ 7   

ハードウェアポリシーと一致することを確認できま

す。

エラーを生成するインターフェイスの詳細を表示す

るには、detailコマンドを使用します。

（任意）

ポリシーがハードウェアポリシーと一致するインター

フェイスおよび VLANのエラーをクリアします。こ

switch# no shutdownステップ 8   

のコマンドにより、ポリシープログラミングが続行

でき、ポートがアップできます。ポリシーが対応し

ていない場合は、エラーは error-disabledポリシー状
態になります。

（任意）

実行コンフィギュレーションを、スタートアップコ

ンフィギュレーションにコピーします。

switch(config)# copy
running-config
startup-config

ステップ 9   
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次に、ネイティブ VLANをイーサネット 3/1に設定し、レイヤ 2トランクポートを VLAN5に設
定する例を示します。

switch# configure terminal
switch(config)# interface ethernet 3/1
switch(config-if)# switchport trunk native vlan 5
switch(config-if)#

トランキングポートの許可 VLAN の設定
特定のトランクポートで許可されている VLANの IDを指定できます。

switchport trunk allowed vlanvlan-listコマンドは、指定したポートの現在のVLANリストを新しい
リストと置き換えます。新しいリストが適用される前に確認を求められます。

大規模な設定のコピーアンドペーストをしている場合は、CLIが他のコマンドを受け入れる前に
確認のため待機しているので障害が発生する場合があります。この問題を回避するには、設定を

ペーストする前に terminal dont-askコマンドを使用して、メッセージの表示をディセーブルにで
きます。

はじめる前に

指定トランクポートの許可 VLANを設定する前に、正しいインターフェイスを設定しているこ
と、およびそのインターフェイスがトランクであることを確認してください。

Ciscoリリース 5.2以降では、内部使用に予約されているVLANのブロックを変更できます。予約
されている VLANの変更の詳細については、『Cisco Nexus 7000 Series NX-OS Layer 2 Switching
Configuration Guide』を参照してください。

手順

目的コマンドまたはアクショ

ン

グローバルコンフィギュレーションモードを開始しま

す。

switch# configure terminalステップ 1   

設定するインターフェイスを指定し、インターフェイス

コンフィギュレーションモードを開始します。

switch(config)# interface
{{typeslot/port} |
{port-channelnumber}}

ステップ 2   

トランクインターフェイスの許可VLANを設定します。
デフォルトでは、トランクインターフェイス上のすべて

switch(config-if)#
switchport trunk allowed
vlan {vlan-list | addvlan-list

ステップ 3   

の VLAN（1～ 3967および 4048～ 4094）が許可されま
| all | exceptvlan-list | none
| removevlan-list} す。VLAN 3968～ 4047は、内部で使用するデフォルト

で予約されているVLANです。デフォルトでは、すべて
のトランクインターフェイスですべてのVLANが許可さ
れます。Ciscoリリース 5.2(1)以降では、デフォルトの予
約済み VLANは 3968～ 4094で、予約済み VLANのブ
ロックを変更できます。詳細については、『Cisco Nexus
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目的コマンドまたはアクショ

ン

7000 Series NX-OS Layer 2 Switching Configuration Guide』
を参照してください。

内部で割り当て済みのVLANを、トランクポー
ト上の許可 VLANとして追加することはでき
ません。内部で割り当て済みの VLANを、ト
ランクポートの許可 VLANとして登録しよう
とすると、メッセージが返されます。

（注）

インターフェイスモードを終了します。switch(config-if)# exitステップ 4   

コンフィギュレーションモードを終了します。switch(config)# exitステップ 5   

VLANのステータスおよび情報を表示します。switch# show vlanステップ 6   

（任意）

ポリシープログラミング中にエラーを生成するインター

フェイスおよび VLANが表示され、ポリシーがハード
ウェアポリシーと一致することを確認できます。

switch# show interface
status error policy [detail]

ステップ 7   

エラーを生成するインターフェイスの詳細を表示するに

は、detailコマンドを使用します。

（任意）

ポリシーがハードウェアポリシーと一致するインター

フェイスおよびVLANのエラーをクリアします。このコ

switch# no shutdownステップ 8   

マンドにより、ポリシープログラミングが続行でき、

ポートがアップできます。ポリシーが対応していない場

合は、エラーは error-disabledポリシー状態になります。

（任意）

実行コンフィギュレーションを、スタートアップコン

フィギュレーションにコピーします。

switch(config)# copy
running-config
startup-config

ステップ 9   

次に、VLAN 15～ 20をイーサネット 3/1、レイヤ 2トランクポートの許容 VLANリストに追加
する例を示します。

switch# configure terminal
switch(config)# interface ethernet 3/1
switch(config-if)# switchport trunk allowed vlan 15-20
switch(config-if)#

デフォルトインターフェイスの設定

デフォルトインターフェイス機能によって、イーサネット、ループバック、VLANネットワー
ク、ポートチャネル、およびトンネルインターフェイスなどの複数インターフェイスの既存コン
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フィギュレーションを消去できます。特定のインターフェイスでのすべてのユーザコンフィギュ

レーションは削除されます。後で削除したコンフィギュレーションを復元できるように、任意で

チェックポイントを作成してからインターフェイスのコンフィギュレーションを消去できます。

デフォルトのインターフェイス機能は、管理インターフェイスに対しサポートされていませ

ん。それはデバイスが到達不能な状態になる可能性があるためです。

（注）

手順

目的コマンドまたはアク

ション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始しま

す。

switch# configure
terminal

ステップ 1   

インターフェイスの設定を削除しデフォルトの設定を復

元します。?キーワードを使用して、サポートされるイ
ンターフェイスを表示します。

switch(config)# default
interfaceint-if
[checkpointname]

ステップ 2   

checkpointキーワードを使用して、設定を消去する前に
インターフェイスの実行コンフィギュレーションのコ

ピーを保存します。

グローバルコンフィギュレーションモードを終了しま

す。

switch(config)# exitステップ 3   

インターフェイスのステータスと内容を表示します。switch# show interfaceステップ 4   

（任意）

ポリシープログラミング中にエラーを生成するインター

フェイスおよび VLANが表示され、ポリシーがハード
ウェアポリシーと一致することを確認できます。

switch# show interface
status error policy
[detail]

ステップ 5   

エラーを生成するインターフェイスの詳細を表示するに

は、detailコマンドを使用します。

（任意）

ポリシーがハードウェアポリシーと一致するインター

フェイスおよびVLANのエラーをクリアします。このコ

switch# no shutdownステップ 6   

マンドにより、ポリシープログラミングが続行でき、

ポートがアップできます。ポリシーが対応していない場

合は、エラーは error-disabledポリシー状態になります。
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次に、ロールバック目的で実行コンフィギュレーションのチェックポイントを保存する際にイー

サネットインターフェイスの設定を削除する例を示します。

switch# configure terminal
switch(config)# default interface ethernet 3/1 checkpoint test8
.......Done
switch(config)#

SVI 自動ステート除外の設定
イーサネットインターフェイスまたはポートチャネルにSVI自動ステート除外機能を設定できま
す。自動ステート除外オプションを使用して、ポートが SVI計算を稼働または停止したり、それ
を選択したポートでイネーブルのすべてのVLANに適用するのをイネーブルまたはディセーブル
にすることができます。また、自動ステートが除外されたインターフェイスからVLANを除外す
るには、SVI自動ステート除外 VLAN機能を使用することもできます。

手順

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始し

ます。

switch# configure terminalステップ 1   

設定するインターフェイスを指定し、インターフェ

イスコンフィギュレーションモードを開始します。

switch(config)# interface
{{typeslot/port} |
{port-channelnumber}}

ステップ 2   

インターフェイスをレイヤ 2インターフェイスとし
て設定します。

switch(config-if)# switchportステップ 3   

VLANに複数のポートがあるときに、VLANイン
ターフェイスのリンクアップ計算からポートを除外

します。

switch(config-if)# [no]
switchport autostate exclude

ステップ 4   

デフォルト設定に戻すには、このコマンドの no形
式を使用します。

自動ステート除外インターフェイスからvlanまたは
vlanのセットを除外します。これにより、システム
の中断を最小限に抑えることができます。

switch(config-if)# [no]
switchport autostate exclude
vlanvlan id

ステップ 5   

デフォルト設定に戻すには、このコマンドの no形
式を使用します。

インターフェイスモードを終了します。switch(config-if)# exitステップ 6   

グローバルコンフィギュレーションモードを終了し

ます。

switch(config)# exitステップ 7   
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目的コマンドまたはアクション

（任意）

指定されたインターフェイスに関する設定情報を表

示します。

switch# show running-config
interface {{typeslot/port} |
{port-channelnumber}

ステップ 8   

（任意）

ポリシープログラミング中にエラーを生成するイン

ターフェイスおよびVLANが表示され、ポリシーが

switch# show interface status
error policy [detail]

ステップ 9   

ハードウェアポリシーと一致することを確認できま

す。

エラーを生成するインターフェイスの詳細を表示す

るには、detailコマンドを使用します。

（任意）

ポリシーがハードウェアポリシーと一致するイン

ターフェイスおよび VLANのエラーをクリアしま

switch# no shutdownステップ 10   

す。このコマンドにより、ポリシープログラミング

が続行でき、ポートがアップできます。ポリシーが

対応していない場合は、エラーは error-disabledポリ
シー状態になります。

（任意）

実行コンフィギュレーションを、スタートアップコ

ンフィギュレーションにコピーします。

switch(config)# copy
running-config startup-config

ステップ 11   

次に、Cisco NX-OSデバイスで VLANインターフェイスのリンクアップ計算からポートを除外す
る例を示します。

switch# configure terminal
switch(config)# interface ethernet 3/1
switch(config-if)# switchport
switch(config-if)# switchport autostate exclude

次に、自動除外インターフェイスから VLANを除外する例を示します。

switch# configure terminal
switch(config)# interface ethernet 3/1
switch(config-if)# switchport
switch(config-if)# switchport autostate exclude
switch(config-if)# switchport autostate exclude vlan 10

システムの SVI 自動ステートのディセーブル化の設定
SVI自動ステートのディセーブル化機能を設定して、対応する VLAN内にアップ状態のインター
フェイスがない場合でも SVIをアップ状態に保持することができます。システム全体にこの機能
を設定するには、次の手順を使用します。
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はじめる前に

システム全体にこの機能を設定する前に、正しい VDCにいることを確認します。VDCの変更は
switchto vdcコマンドを使用します。

手順

目的コマンドまたはアクショ

ン

グローバルコンフィギュレーションモードを開始しま

す。

switch# configure terminalステップ 1   

デバイスに対するデフォルトの自動ステート動作をディ

セーブルにします。

switch(config)# system
default interface-vlan no
autostate

ステップ 2   

（任意）

ポリシープログラミング中にエラーを生成するインター

フェイスおよび VLANが表示され、ポリシーがハード
ウェアポリシーと一致することを確認できます。

switch# show interface
status error policy [detail]

ステップ 3   

エラーを生成するインターフェイスの詳細を表示する

には、detailコマンドを使用します。

（任意）

ポリシーがハードウェアポリシーと一致するインター

フェイスおよび VLANのエラーをクリアします。この

switch# no shutdownステップ 4   

コマンドにより、ポリシープログラミングが続行でき、

ポートがアップできます。ポリシーが対応していない

場合は、エラーは error-disabledポリシー状態になりま
す。

（任意）

実行コンフィギュレーションを表示します。

switch# show
running-config [all]

ステップ 5   

デフォルト情報および設定情報を表示するには、allキー
ワードを使用します。

次に、Cisco NX-OSデバイス上でデフォルトの自動ステート動作をディセーブルにする例を示し
ます。

switch# configure terminal
switch(config)# system default interface-vlan no autostate
switch(config)# show running-config
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SVI 単位の SVI 自動ステートのディセーブル化の設定
個々の SVI上で SVI自動ステートのイネーブル化またはディセーブル化を設定できます。SVIレ
ベルの設定は、その特定の SVIに対するシステムレベルの SVI自動ステート設定より優先されま
す。

はじめる前に

SVIレベルでこの機能を設定する前に、正しい VDCにいることを確認します。VDCの変更は
switchto vdcコマンドを使用します。

手順

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始し

ます。

switch# configure terminalステップ 1   

VLANインターフェイスモードをイネーブルにしま
す。

switch(config)# feature
interface-vlan

ステップ 2   

VLANインターフェイスを作成し、インターフェイ
スコンフィギュレーションモードを開始します。範

囲は、1～ 4094です。

switch(config)# interface
vlanvlan-id

ステップ 3   

デフォルトでは、指定されたインターフェイスのSVI
自動ステート機能をイネーブルにします。

switch(config-if)# [no]
autostate

ステップ 4   

デフォルト設定をディセーブルにするには、このコ

マンドの no形式を使用します。

インターフェイスコンフィギュレーションモードを

終了します。

switch(config-if)# exitステップ 5   

（任意）

特定の VLANインターフェイスの実行コンフィギュ
レーションを表示します。

switch(config)#show running
config-interface vlanvlan-id

ステップ 6   

（任意）

ポリシープログラミング中にエラーを生成するイン

ターフェイスおよび VLANが表示され、ポリシーが

switch(config)# show
interface status error policy
[detail]

ステップ 7   

ハードウェアポリシーと一致することを確認できま

す。

エラーを生成するインターフェイスの詳細を表示す

るには、detailコマンドを使用します。

（任意）

ポリシーがハードウェアポリシーと一致するインター

フェイスおよび VLANのエラーをクリアします。こ

switch(config)# no shutdownステップ 8   
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目的コマンドまたはアクション

のコマンドにより、ポリシープログラミングが続行

でき、ポートがアップできます。ポリシーが対応し

ていない場合は、エラーは error-disabledポリシー状
態になります。

（任意）

スタートアップコンフィギュレーションのVLAN設
定を表示します。

switch(config)# show
startup-config interface
vlanvlan id

ステップ 9   

次に、個々の SVI上でデフォルトの自動ステート動作をディセーブルにする例を示します。

switch# configure terminal
switch(config)# feature interface-vlan
switch(config)# interface vlan10
witch(config-if)# no autostate

ネイティブ VLAN トラフィックにタグを付けるためのデバイス設定
802.1Qトランクインターフェイスを使用する場合、ネイティブ VLAN IDの値と一致しすべての
タグなしトラフィックをドロップするタグで開始するすべてのパケットに対するタギングを維持

できます（この場合もインターフェイスの制御トラフィックは伝送されます）。この機能はデバ

イス全体に当てはまります。デバイスの VLANを指定して当てはめることはできません。

vlan dot1q tag nativeグローバルコマンドを使用すると、デバイスのすべてのトランクですべての
ネイティブ VLAN IDインターフェイスの動作を変更できます。

あるデバイス上で 802.1Qタギングをイネーブルにし、別のデバイスではディセーブルにする
と、デバイス上のトラフィックはすべてドロップされ、この機能はディセーブルになります。

この機能はデバイスごとに独自に設定する必要があります。

（注）

はじめる前に

正しい VDCを使用していることを確認します（または switchto vdcコマンドを使用します）。
VDCが異なっていても同じ VLAN名と IDを使用できるので、正しい VDCで作業していること
を確認する必要があります。
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手順

目的コマンドまたはアク

ション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始しま

す。

switch# configure
terminal

ステップ 1   

802.1Qトランキングネイティブ VLAN IDインターフェ
イスの動作を変更します。このインターフェイスは、ネ

switch(config)# vlan
dot1q tag native

ステップ 2   

イティブVLAN IDの値と一致して、すべての非タグ付き
トラフィックをドロップするタグを使って入るすべての

パケットのタギングを維持します。この場合も、制御ト

ラフィックはネイティブ VLANを通過します。デフォル
トではディセーブルになっています。

グローバルコンフィギュレーションモードを終了しま

す。

switch(config)# exitステップ 3   

（任意）

VLANのステータスと内容を表示します。
switch# show vlanステップ 4   

（任意）

ポリシープログラミング中にエラーを生成するインター

フェイスおよびVLANが表示され、ポリシーがハードウェ
アポリシーと一致することを確認できます。

switch# show interface
status error policy
[detail]

ステップ 5   

エラーを生成するインターフェイスの詳細を表示するに

は、detailコマンドを使用します。

（任意）

ポリシーがハードウェアポリシーと一致するインターフェ

イスおよび VLANのエラーをクリアします。このコマン

switch# no shutdownステップ 6   

ドにより、ポリシープログラミングが続行でき、ポート

がアップできます。ポリシーが対応していない場合は、

エラーは error-disabledポリシー状態になります。

（任意）

実行コンフィギュレーションを、スタートアップコンフィ

ギュレーションにコピーします。

switch# copy
running-config
startup-config

ステップ 7   

次に、802.1Qトランクインターフェイスのネイティブ VLANの動作を変更してタグ付きパケッ
トを維持し、すべての非タグ付きトラフィックをドロップする例を示します（制御トラフィック

は除く）。

switch# configure terminal
switch(config)# vlan dot1q tag native
switch#
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システムのデフォルトポートモードをレイヤ 2 に変更
システムのデフォルトポートモードをレイヤ 2アクセスポートに設定できます。

ストレージ VDCでファイバチャネルにシステムデフォルトのポートモードを設定する方法につ
いては、『Cisco NX-OS FCoE Configuration Guide for Cisco Nexus 7000 and Cisco MDS 9500』を参照
してください。

手順

目的コマンドまたはアク

ション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始しま

す。

switch# configure
terminal

ステップ 1   

システムのすべてのインターフェイスに対するデフォル

トのポートモードをレイヤ 2アクセスポートモードに設
switch(config)# system
default switchport
[shutdown]

ステップ 2   

定し、インターフェイスコンフィギュレーションモード

を開始します。デフォルトでは、すべてのインターフェ

イスがレイヤ 3です。

system default switchport shutdownコマンドを
発行すると、no shutdownを使って設定されて
いないすべてのFEXHIFがシャットダウンされ
ます。シャットダウンを回避するには、noshut
を使って FEX HIFを設定します。

（注）

グローバルコンフィギュレーションモードを終了しま

す。

switch(config)# exitステップ 3   

（任意）

インターフェイスのステータスと内容を表示します。

switch# show interface
brief

ステップ 4   

（任意）

ポリシープログラミング中にエラーを生成するインター

フェイスおよびVLANが表示され、ポリシーがハードウェ
アポリシーと一致することを確認できます。

switch# show interface
status error policy
[detail]

ステップ 5   

エラーを生成するインターフェイスの詳細を表示するに

は、detailコマンドを使用します。

（任意）

ポリシーがハードウェアポリシーと一致するインターフェ

イスおよび VLANのエラーをクリアします。このコマン

switch# no shutdownステップ 6   

ドにより、ポリシープログラミングが続行でき、ポート

がアップできます。ポリシーが対応していない場合は、

エラーは error-disabledポリシー状態になります。
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目的コマンドまたはアク

ション

（任意）

実行コンフィギュレーションを、スタートアップコンフィ

ギュレーションにコピーします。

switch(config)# copy
running-config
startup-config

ステップ 7   

次に、システムポートをデフォルトでレイヤ 2アクセスポートに設定する例を示します。

switch# configure terminal
switch(config-if)# system default switchport
switch(config-if)#

低速ドレインデバイスの検出と輻輳回避の設定

Fibre Channel over Ethernet（FCoE）でのエンドデバイス間のデータトラフィックは、リンクレベ
ルおよび各ホップをベースとしたフロー制御を使用します。低速デバイスがファブリックに接続

されている場合、エンドデバイスは、設定されたレートでフレームを受け入れません。低速デバ

イスの存在がリンクのトラフィック輻輳の原因となります。トラフィックの輻輳は、宛先デバイ

スに低速ドレインが発生していない場合でも、トラフィックに同一のスイッチ間リンク（ISL）を
使用するファブリック内の無関係のフローに影響を与えます。

CiscoNX-OSリリース6.1以降では、低速ドレインデバイスの検出と輻輳回避は、FCoEトラフィッ
クを伝送する Fシリーズ I/Oモジュールでサポートされます。機能拡張は、主に低速ドレインデ
バイスに接続されるエッジポートにあり、エッジポート内の輻輳状態を最小限に抑えます。

一度低速ドレインデバイスがネットワーク上で検出されると、エッジポートに対するフレーム

タイムアウト値を小さな値に設定し、設定したしきい値を使用するすべてのパケットに対しタイ

ムアウトドロップを強制できます。フレームタイムアウト値を小さくすることにより、エッジ

ポートで実際にタイムアウトになる時間より早くパケットがドロップされるため、ファブリック

に影響する低速ドレイン状態が軽減されます。デフォルトのタイムアウト値は 500ミリ秒です。
この機能は、ISLのバッファ領域を空にし、低速ドレイン状態が発生していない他の無関係なフ
ローが使用できるようにします。

組み込みイベントマネージャ（EEM）システムポリシー __ori_mac_edge_pause（F1 I/Oモジュー
ルの場合）または __clm_sw_edge_port_pause（F2 /I/Oモジュールの場合）を上書きしようとする
と、デフォルトアクションとデフォルトの syslogも表示されます。action err-disableを指定して、
この条件が発生する不良ポートを隔離することを推奨します。

次は、F1 I/Oモジュールの EEMシステムポリシーを上書きする出力例です。

event manager applet my_eem_policy override __ori_mac_edge_pause
description "my_f1_Pause_eem_policy"
event policy-default count 1 time 2
action 1.0 cli switchto vdc storage
action 2.0 cli eth-port-manager internal-errdisable $interface $cause $SYSERR
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輻輳フレームタイムアウト値の設定

デフォルトの輻輳フレームタイムアウト値は 500ミリ秒です。ISLに対してはデフォルト設定を
保持し、エッジポートに対してはデフォルト値を超えない値を設定することを推奨します。フ

レームが設定された輻輳フレームタイムアウトよりも長い時間スイッチ内にある場合、それはド

ロップされ、ISL内のバッファ領域が空になり、輻輳が緩和されます。

手順

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開

始します。

switch# configure terminalステップ 1   

デバイスに対する新しい輻輳フレームタイムア

ウト値（ミリ秒）およびポートモードを設定し

ます。

switch# [no] system default
interface congestion
timeoutmillisecondsmode {core |
edge}

ステップ 2   

輻輳のタイムアウトの範囲は 100～ 1000ミリ秒
です。

デバイスに対するデフォルトの輻輳フレームタ

イムアウト値（ミリ秒）およびポートモードを

設定します。

switch# system default interface
congestion mode {core | edge}

ステップ 3   

輻輳のタイムアウトの範囲は 100～ 1000ミリ秒
です。

（任意）

タイムスタンプ情報を使用してモジュールごと

の送信元/宛先ペアに対する要求タイムアウトを
表示します。

switch# show logging onboard
flow-control request-timeout

ステップ 4   

エッジポートに対し低い値のタイムアウト値（たとえば 100または 200ミリ秒）を設定すると、
エッジポートの輻輳を軽減できます。輻輳が発生すると、それらのポートのパケットはすぐにタ

イムアウトします。500ミリ秒のデフォルトタイムアウトに戻すには、no system default interface
congestion timeoutmillisecondsmode {core | edge} command（または）system default interface
congestionmode {core | edge}を使用します。

輻輳フレームタイムアウト設定は、vdcに対してローカルで、vdcによって所有されているポー
ト（エッジ/コア）上でのみ有効です。

（注）
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デフォルト設定をコアポートに使用し、ファブリックエッジポートに 500ミリ秒を超えない
輻輳フレームタイムアウト値を設定します。輻輳フレームタイムアウト値の推奨される範囲

は 100～ 200ミリ秒です。

（注）

次に、スーパーバイザCLIのタイムスタンプ情報を使用してモジュールごとの送信元/宛先ペアに
対する要求タイムアウトを表示する例を示します。

SUP CLI:
switch# show logging onboard flow-control request-timeout
----------------------------
Module: 2
----------------------------
-------------------------------------------------------------------------------
| Dest | Source | Events | Timestamp | Timestamp |
| Intf | Intf | Count | Earliest | Latest |
-------------------------------------------------------------------------------
|fc4/3 |eth2/1,eth2/2 | 1736|11/14/2002-00:40:07|11/14/2002-00:57:22|
-------------------------------------------------------------------------------
|fc4/3 |eth2/1,eth2/2 | 3477|11/13/2002-23:23:27|11/14/2002-00:00:48|
-------------------------------------------------------------------------------
|fc4/3 |eth2/1,eth2/2 | 4298|11/13/2002-22:31:40|11/13/2002-23:18:00|
-------------------------------------------------------------------------------
|fc4/3 |eth2/1,eth2/2 | 9690|11/13/2002-04:54:50|11/13/2002-07:31:58|

次に、モジュールCLIのタイムスタンプ情報を使用してモジュールごとの送信元/宛先ペアに対す
る要求タイムアウトを表示する例を示します。

Module CLI:
module--x# show logging onboard flow-control request-timeout
-------------------------------------------------------------------------------
| Dest | Source | Events | Timestamp | Timestamp |
| Intf | Intf | Count | Earliest | Latest |
-------------------------------------------------------------------------------
|fc4/3 |eth2/1,eth2/2 | 1736|11/14/2002-00:40:07|11/14/2002-00:57:22|
-------------------------------------------------------------------------------
|fc4/3 |eth2/1,eth2/2 | 3477|11/13/2002-23:23:27|11/14/2002-00:00:48|
-------------------------------------------------------------------------------
|fc4/3 |eth2/1,eth2/2 | 4298|11/13/2002-22:31:40|11/13/2002-23:18:00|
-------------------------------------------------------------------------------
|fc4/3 |eth2/1,eth2/2 | 9690|11/13/2002-04:54:50|11/13/2002-07:31:58|

ポーズフレームタイムアウト値の設定

CiscoNX-OS6.1以降では、ポートのポーズフレームタイムアウト値をイネーブルまたはディセー
ブルにできます。システムは一時停止状態についてポートを定期的にチェックし、ポートが設定

された期間に継続的な一時停止状態にある場合は、ポートのポーズフレームタイムアウトをイ

ネーブルにします。この状況は、出力でドロップされるポートに接続するすべてのフレームで発

生します。この機能により ISLリンクのバッファ領域が空になり、同じリンクを使用する他の無
関係のフロー上のファブリックの減速と輻輳を軽減できます。

一時停止状態がポートでクリアされたりポートがフラップすると、システムはその特定のポート

上のポーズフレームタイムアウトをディセーブルにします。

ポーズフレームタイムアウトはデフォルトでイネーブルになっています。ISLに対してはデフォ
ルト設定を保持し、エッジポートに対してはデフォルト値を超えない値を設定することを推奨し

ます。
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低速ドレインデバイスの動作から迅速にリカバリするには、ポーズフレームタイムアウト値を

設定する必要があります。それは、フレームが輻輳したタイムアウトのスイッチにあるかどうか

にかかわらず、低速ドレインに直面しているエッジポート内のすべてのフレームがドロップされ

るためです。このプロセスにより、ISL内の輻輳がすぐにクリアされます。輻輳を完全にクリア
するには、輻輳フレームタイムアウト値を設定する代わりにポーズフレームタイムアウト値を

設定する必要があります。

手順

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモード

を開始します。

switch# configure terminalステップ 1   

デバイスに対する新しいポーズフレームタ

イムアウト値（ミリ秒）およびポートモー

ドを設定します。

switch# system default interface pause
timeoutmillisecondsmode {core | edge}

ステップ 2   

デバイスに対するデフォルトのポーズフレー

ムタイムアウト値（ミリ秒）およびポート

モードを設定します。

switch# system default interface pause
mode {core | edge}

ステップ 3   

輻輳のタイムアウトの範囲は 100～ 500ミリ
秒です。

デバイスに対するポーズフレームタイムア

ウトをディセーブルにします。

switch# no system default interface
pause timeoutmillisecondsmode {core
| edge}

ステップ 4   

デバイスに対するデフォルトのポーズフレー

ムタイムアウトをディセーブルにします。

switch# no system default interface
pause mode {core | edge}

ステップ 5   

1インターフェイス 1モジュールごとの一時
停止イベントの総数を表示します。

switch# show logging onboard
flow-control pause-event [modulex]

ステップ 6   

（任意）

タイムスタンプ情報を使用して 1インター
フェイス 1モジュールごとのポーズカウン
タを表示します。

switch# show logging onboard
flow-control pause-count [modulex]
[last mm minutes] [last hh hours] [last
dd days]

ステップ 7   

（任意）

タイムスタンプ情報を使用して 1インター
フェイス 1モジュールごとのタイムアウト
ドロップを表示します。

switch# show logging onboard
flow-control timeout-drops [modulex]
[last mm minutes] [last hh hours] [last
dd days]

ステップ 8   

エッジポート上のポーズフレームタイムアウト値を無効にするには、no system default interface
pause timeoutmillisecondsmode {core | edge}コマンドを使用します。デフォルトのポーズタイムア
ウト値は 500ミリ秒です。
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一時停止イベントの例

次に、スーパーバイザ CLIに関する 1インターフェイス 1モジュールごとの一時停止イベントの
総数を表示する例を示します。

SUP CLI:
switch# show logging onboard flow-control pause-event module 2
----------------------------
Module: 2
----------------------------
------------------------------------------------------------------------------
STATISTICS INFORMATION FOR DEVICE ID 137 DEVICE Orion MAC Driver
------------------------------------------------------------------------------

| | Time Stamp |In|Port
Error Stat Counter Name | Count |MM/DD/YY HH:MM:SS|st|Range

| | |Id|
------------------------------------------------------------------------------
SW PL0 pause event VL3 |0x4e45b |06/18/03 05:27:50 |00|1
SW PL0 pause event VL3 |0x4e1a0 |06/18/03 05:25:50 |00|1
SW PL0 pause event VL3 |0x4dee5 |06/18/03 05:23:50 |00|1
SW PL0 pause event VL3 |0x4dc2a |06/18/03 05:21:50 |00|1

次に、モジュール CLIに関する 1インターフェイス 1モジュールごとの一時停止イベントの総数
を表示する例を示します。

Module CLI:
module-2# show logging onboard flow-control pause-event
------------------------------------------------------------------------------
STATISTICS INFORMATION FOR DEVICE ID 137 DEVICE Orion MAC Driver
------------------------------------------------------------------------------

| | Time Stamp |In|Port
Error Stat Counter Name | Count |MM/DD/YY HH:MM:SS|st|Range

| | |Id|
------------------------------------------------------------------------------
SW PL0 pause event VL3 |0x4e45b |06/18/03 05:27:50|00|1
SW PL0 pause event VL3 |0x4e1a0 |06/18/03 05:25:50|00|1
SW PL0 pause event VL3 |0x4dee5 |06/18/03 05:23:50|00|1
SW PL0 pause event VL3 |0x4dc2a |06/18/03 05:21:50|00|1
SW PL0 pause event VL3 |0x4d96f |06/18/03 05:19:50|00|1

ポーズカウンタの例

次に、スーパーバイザCLIに関するタイムスタンプ情報を使用した1インターフェイス1モジュー
ルごとのポーズカウンタを表示する例を示します。

SUP CLI:
switch# show logging onboard flow-control pause-count
------------------------------------------------------------------------------
STATISTICS INFORMATION FOR DEVICE ID 137 DEVICE Orion MAC Driver
------------------------------------------------------------------------------

| | Time Stamp |In|Port
Error Stat Counter Name | Count |MM/DD/YY HH:MM:SS|st|Range

| | |Id|
------------------------------------------------------------------------------
GD Received pause transitions of XO|0x984 |06/17/03 14:23:59|00|1
FF-XON UP3 | | | |
GD Received pause transitions of XO|0x41f |06/17/03 14:21:59|00|1
FF-XON UP3 | | | |

次に、モジュール CLIに関するタイムスタンプ情報を使用した 1インターフェイス 1モジュール
ごとのポーズカウンタを表示する例を示します。

Module CLI:
module-2# show logging onboard flow-control pause-count
------------------------------------------------------------------------------
STATISTICS INFORMATION FOR DEVICE ID 137 DEVICE Orion MAC Driver
------------------------------------------------------------------------------

| | Time Stamp |In|Port
Error Stat Counter Name | Count |MM/DD/YY HH:MM:SS|st|Range
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| | |Id|
------------------------------------------------------------------------------
GD Received pause transitions of XO|0x984 |06/17/03 14:23:59|00|1
FF-XON UP3 | | | |
GD Received pause transitions of XO|0x41f |06/17/03 14:21:59|00|1
FF-XON UP3 | | | |

タイムアウトドロップの例

次に、スーパーバイザCLIに関するタイムスタンプ情報を使用した1インターフェイス1モジュー
ルごとのタイムアウトドロップを表示する例を示します。

SUP CLI:
switch# show logging onboard flow-control timeout-drops
switch# show logging onboard flow-control timeout-drops
----------------------------
Module: 2
----------------------------
------------------------------------------------------------------------------
STATISTICS INFORMATION FOR DEVICE ID 137 DEVICE Orion MAC Driver
------------------------------------------------------------------------------

| | Time Stamp |In|Port
Error Stat Counter Name | Count |MM/DD/YY HH:MM:SS|st|Range

| | |Id|
------------------------------------------------------------------------------
ORI_EB_CNT_P0_SF_TIMESTAMP_DROP |0x100e |11/14/02 00:45:43|00|1
ORI_EB_CNT_P0_SF_TIMESTAMP_DROP |0xfd2 |11/14/02 00:43:42|00|1
Module CLI:

次に、モジュール CLIに関するタイムスタンプ情報を使用した 1インターフェイス 1モジュール
ごとのタイムアウトドロップを表示する例を示します。

module-2# show logging onboard flow-control timeout-drops
------------------------------------------------------------------------------
STATISTICS INFORMATION FOR DEVICE ID 137 DEVICE Orion MAC Driver
------------------------------------------------------------------------------

| | Time Stamp |In|Port
Error Stat Counter Name | Count |MM/DD/YY HH:MM:SS|st|Range

| | |Id|
------------------------------------------------------------------------------
ORI_EB_CNT_P0_SF_TIMESTAMP_DROP |0x100e |11/14/02 00:45:43|00|1
ORI_EB_CNT_P0_SF_TIMESTAMP_DROP |0xfd2 |11/14/02 00:43:42|00|1

インターフェイスコンフィギュレーションの確認

アクセスおよびトランクインターフェイス設定情報を表示するには、次のタスクのいずれかを行

います。

目的コマンド

インターフェイスの設定を表示します。show interface ethernetslot/port [brief | counters |
debounce | description | flowcontrol |mac-address
| status | transceiver]

インターフェイス設定情報を、モードも含めて

表示します。

show interface brief

アクセスおよびトランクインターフェイスも含

めて、すべてのレイヤ 2インターフェイスの情
報を表示します。

show interface switchport
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目的コマンド

トランク設定情報を表示します。show interface trunk [modulemodule-number |
vlanvlan-id]

インターフェイスの機能に関する情報を表示し

ます。

show interface capabilities

ハードウェアポリシーと矛盾するインターフェ

イスおよび VLANのエラーを表示します。

detailコマンドを使用すると、エラーを生成す
るインターフェイスの詳細が表示されます。

show interface status error policy [detail]

現在の設定に関する情報を表示します。

allコマンドを使用すると、デフォルトの設定と
現在の設定が表示されます。

show running-config [all]

指定されたインターフェイスに関する設定情報

を表示します。

show running-config interface ethernetslot/port

指定されたポートチャネルインターフェイスに

関するコンフィギュレーション情報を表示しま

す。

show running-config interface
port-channelslot/port

指定されたVLANインターフェイスに関するコ
ンフィギュレーション情報を表示します。

show running-config interface vlanvlan-id

これらのコマンドの詳細については、『Cisco Nexus 7000 Series NX-OS Layer 2 Switching Command
Reference』を参照してください。

レイヤ 2 インターフェイスのモニタリング
レイヤ 2インターフェイスを表示するには、次のコマンドを使用します。

目的コマンド

カウンタをクリアします。clear counters interface [interface]

Cisco Nexus 7000シリーズデバイスの Cisco
NX-OS Release 4.2(1)から、3種類のサンプリン
グ間隔をビットレートおよびパケットレートの

統計情報に設定します。

load-interval {intervalseconds {1 | 2 | 3}}
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目的コマンド

入力および出力オクテットユニキャストパケッ

ト、マルチキャストパケット、ブロードキャス

トパケットを表示します。

show interface counters [modulemodule]

入力パケット、バイト、マルチキャストを、出

力パケットおよびバイトとともに表示します。

show interface counters detailed [all]

エラーパケットの数を表示します。show interface counters errors [modulemodule]

これらのコマンドについては、『Cisco Nexus 7000 Series NX-OS Interfaces Command Reference』を
参照してください。

アクセスポートおよびトランクポートの設定例

ここでは、レイヤ2アクセスインターフェイスを設定し、このインターフェイスにアクセスVLAN
モードを割り当てる例を示します。

switch# configure terminal
switch(config)# interface ethernet 2/30
switch(config-if)# switchport
switch(config-if)# switchport mode access
switch(config-if)# switchport access vlan 5
switch(config-if)#

次に、レイヤ 2トランクインターフェイスを設定してネイティブ VLANおよび許容 VLANを割
り当て、デバイスにトランクインターフェイスのネイティブVLANトラフィックのタグを設定す
る例を示します。

switch# configure terminal
switch(config)# interface ethernet 2/35
switch(config-if)# switchport
switch(config-if)# switchport mode trunk
switch(config-if)# switchport trunk native vlan 10
switch(config-if)# switchport trunk allowed vlan 5, 10
switch(config-if)# exit
switch(config)# vlan dot1q tag native
switch(config)#

関連資料

マニュアルタイトル関連項目

http://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/switches/datacenter/
nexus7000/sw/interfaces/command/reference/if_cmds.html

『Cisco Nexus 7000 Series NX-OS
Interfaces Command Reference』

http://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/switches/datacenter/sw/6_x/
dcnm/interfaces/configuration/guide/if_dcnm.html

『Interfaces ConfigurationGuide, Cisco
DCNM for LAN』
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マニュアルタイトル関連項目

http://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/switches/datacenter/sw/6_x/
nx-os/system_management/configuration/guide/sm_nx_os_cg.html

『Cisco Nexus 7000 Series NX-OS
System Management Configuration
Guide』

http://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/switches/datacenter/sw/
nx-os/high_availability/configuration/guide/b_Cisco_Nexus_7000_
Series_NX-OS_High_Availability_and_Redundancy_Guide.html

『Cisco Nexus 7000 Series NX-OSHigh
Availability and Redundancy Guide』

http://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/switches/datacenter/
nexus2000/sw/configuration/guide/rel_6_1/b_Cisco_Nexus_2000_
Series_NX-OS_Fabric_Extender_Software_Configuration_Guide_
Release_6-x.html

『Cisco Nexus 2000 Series NX-OS
Fabric Extender Software Configuration
Guide for Cisco Nexus 7000 Series
Switches, Release 6.x』

http://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/switches/datacenter/sw/
nx-os/virtual_device_context/configuration/guide/
b-7k-Cisco-Nexus-7000-Series-NX-OS-Virtual-Device-Context-Configuration-Guide.html

『Cisco Nexus 7000 Series NX-OS
Virtual Device Context Configuration
Guide』

http://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/switches/datacenter/sw/
nx-os/licensing/guide/b_Cisco_NX-OS_Licensing_Guide.html

『Cisco NX-OS Licensing Guide』

http://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/switches/datacenter/sw/
nx-os/layer2/configuration/guide/b_Cisco_Nexus_7000_Series_
NX-OS_Layer_2_Switching_Configuration_Guide.html

VLAN、MACアドレステーブル、
プライベートVLAN、およびスパニ
ングツリープロトコル。

『Cisco Nexus 7000 Series NX-OS
Layer 2 Switching Configuration
Guide』

http://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/switches/datacenter/
nexus7000/sw/fabricpath/command/reference/fp_cmd_book.html

『Cisco Nexus 7000 Series NX-OS
FabricPath Command Reference』

http://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/switches/datacenter/sw/6_x/
nx-os/fabricpath/configuration/guide/
b-Cisco-Nexus-7000-Series-NX-OS-FP-Configuration-Guide-6x.html

『Cisco Nexus 7000 Series NX-OS
FabricPath Configuration Guide』

http://www.cisco.com/c/en/us/support/switches/
nexus-7000-series-switches/products-release-notes-list.html

『Cisco Nexus 7000 Series NX-OS
Release Notes』
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http://www.cisco.com/c/en/us/support/switches/nexus-7000-series-switches/products-release-notes-list.html


MIB

MIB のリンクMIB

MIBを検索およびダウンロードするには、次の
URLにアクセスしてください。

http://www.cisco.com/public/sw-center/netmgmt/
cmtk/mibs.shtml

• BRIDGE-MIB

• IF-MIB

• CISCO-IF-EXTENSION-MIB

• ETHERLIKE-MIB
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